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加藤 凌平 KATO, Ryohei 

1993 年(平成 5 年)9 月 9 日生まれ（19 歳）。埼玉県出身。身長

163cm。体操開始年齢 9 歳。 

得意種目「ゆか」。現所属：順天堂大学（2 年生）。コーチ：原田

睦巳、冨田洋之。 

初めての国際大会：2008 リューキンカップ 

ナショナル入り年 2011 年：ナショナル No.179。  

 

 父親がＫＯＮＡＭＩの指導者で、ナショナルコーチであったことから、幼少期から草加

の体育館が遊び場として 体操に触れる。その父親の勧めによりＫＯＮＡＭＩの選抜ク

ラスで本格的に週 4～5 回の練習を始める。自身もいつかは本格的に 取り組みたい

と思っていた矢先、基本練習を学ぶことで次々に新しい技を覚えることに楽しさを見

出し成長する。 2010 年全日本種目別ゆかで 3 位に入り、翌年の NHK 杯で 8 位とな

り一躍トップ選手の仲間入り。しかし、ナショナルとして出場した KOREAN CUP（韓国

国際）では思うように他国製の器具に合わせることができず 自分の持てる力を出し

切れなかったことから、さらに上を目指す練習に取り組む。2011 年世界選手権では補

欠選手として 世界トップの技術力を身近にみることで世界を肌で感じて成長。全日本、

ＮＨＫ杯を通じて得意のゆかで 1 位を 3 回獲得して、オリンピック・ロンドン大会日本代

表に。ロンドンではデビュー戦とは思えない落ち着きぶりで安定感のある演技を披露

して団体銀メダル獲得に大きく貢献。2012 年インカレでは大学 1 年生ながら団体と個

人のタイトルを獲得した。さらに 2013 年 4 月には内村航平選手に代わって個人総合

ワールドカップ・東京大会に出場して 2 位になり、オールラウンダーとして成長中。 

【国内大会】 

◆08 全日本ジュニア A クラス：個人 1 位◆08 全国中学：個人 7 位◆09 インターハイ：個人 29 位 

◆09 全日本ジュニア：個人 35 位◆10 高校選抜：個人 5 位 

◆10 ユースオリンピック 1 次予選：個人 7 位◆10 ユースオリンピック代表決定：個人 6 位 

◆10 インターハイ：個人 33 位◆10 全日本ジュニア：個人 12 位◆10 全日本種目別：ゆか 3 位 

◆11 全日本個人：個人 7 位◆11ＮＨＫ杯：個人 8 位◆11 インターハイ：個人 2 位 

◆11 全日本ジュニア：個人 2 位◆11 全日本種目別：出場◆12 全日本個人：個人 4 位 

◆12ＮＨＫ杯：個人 4 位◆12 全日本学生：個人 1 位◆12 全日本種目別：ゆか 1 位、あん馬 2 位 

◆13 全日本個人：個人 2 位◆13ＮＨＫ杯：個人 2 位 

【国際大会】 

◆08 リューキンカップ（14～15 歳の部）：個人 1 位◆10 リューキンカップ：個人 14 位 

◆11 韓国国際：ゆか 6 位、跳馬 5 位、鉄棒 6 位 

◆11 国際ジュニア：個人 2 位、ゆか 1 位、跳馬 1 位、平行棒 3 位、鉄棒 2 位 

◆12 オリンピック：団体 2 位◆12 豊田国際：ゆか 1 位、あん馬 1 位、鉄棒 4 位 
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◆13Ｗ杯フランス大会：平行棒 1 位◆13Ｗ杯東京大会：個人 2 位 

 

田中 佑典 TANAKA, Yusuke 

1989 年(平成元年)11 月 29 日生まれ（23 歳）。和歌山県出身。

身長 166cm。体操開始年齢 7 歳。 

現所属：コナミ（順天堂大学卒）。得意種目「鉄棒」。 

コーチ：加藤裕之、佐藤寿治、森泉貴博。趣味：インテリア。  

初めての国際大会：2002 年ＵＷＷカップ 

ナショナル入り 2006 年：ナショナル No.165。  

 

 家族が体操一家であり、 兄（和仁）、姉（理恵）が体操を始めていく中で、家で留守

番よりは退屈しないと思い体操を始める。 ジュニア期から強化指定選手に選ばれ力

をつけ、2006 年、兄弟の中ではもっとも早く ナショナル入りを果たした。2007 年のコト

ブス国際で、高校2年生ながら 鉄棒2位に入り、さらに国際ジュニア（横浜）では個人

総合優勝を果たし注目を集める。 その冬に右手首を疲労骨折するが、驚異的な回

復で 2008 年春先の試合に出場した。 2011 年、初めて臨んだ世界選手権では、ゆか

のアクシデントによる演技中断や 団体決勝での鉄棒での落下など、ほろ苦いデビュ

ー戦となった。大学では 1 年次と 4 年次に団体優勝の感動を味わい、チーム戦の魅

力に目覚める。史上初となる 3 兄弟で出場したオリンピックでは団体決勝の鉄棒で会

心の演技を披露し、団体銀メダルに貢献した。 

【国内大会】 

◆00 全日本ジュニア B クラス：個人 5 位◆01 全日本ジュニア B クラス：個人 1 位 

◆02 全日本ジュニア A クラス：個人 3 位◆02 全国中学：個人 11 位 

◆03 全日本ジュニア 2 部：個人 17 位◆03 全国中学：個人 19 位◆04 全日本ジュニア：出場 

◆04 全国中学：個人 3 位◆05 インターハイ：個人 35 位◆05 全日本ジュニア：個人 10 位 

◆05 全日本：出場◆06 高校選抜：個人 14 位◆06 インターハイ：個人 24 位 

◆06 全日本ジュニア：個人 8 位◆06 全日本：個人 9 位◆07 世界選手権 2 次予選：個人 20 位 

◆07ＮＨＫ杯：個人 15 位◆07 インターハイ：個人 3 位◆07 全日本ジュニア：個人 1 位 

◆07 全日本：出場◆08 五輪 2 次選考会：個人 31 位◆08 全日本学生：個人 7 位 

◆08 全日本：個人 5 位◆09 全日本個人：個人 17 位◆09ＮＨＫ杯：個人 14 位 

◆09 全日本学生：個人 2 位◆09 全日本団体：出場◆10 全日本学生：出場 

◆10 全日本種目別：つり輪 8 位◆11 全日本個人：個人 5 位◆11ＮＨＫ杯：個人 6 位 

◆11 全日本学生：個人 1 位◆11 全日本種目別：鉄棒 2 位◆12 全日本個人：個人 10 位 

◆12ＮＨＫ杯：個人 16 位◆12 社会人：個人 2 位◆12 全日本種目別：鉄棒 1 位 

【国際大会】 

◆02UWW カップ：個人 2 位◆03 アジアジュニア：団体 2 位、個人 13 位、跳馬 8 位、平行棒 8 位 
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◆06 国際ジュニアチームカップ：団体 1 位◆07 オーストラリア招待：団体 1 位、個人 7 位 

◆07 コトブス国際：鉄棒 2 位 

◆07 国際ジュニア：個人 1 位、ゆか 6 位、つり輪 3 位、跳馬 1 位、鉄棒 3 位 

◆10PCC：団体 1 位◆11 世界選手権：団体 2 位、鉄棒 6 位 

◆11 豊田国際：平行棒 1 位、鉄棒 2 位◆12 オリンピック：団体 2 位 

◆12 豊田国際：ゆか 2 位、つり輪 2 位、平行棒 1 位、鉄棒 1 位 

 

野々村笙吾 NONOMURA, Shogo 

1993 年(平成 5 年)8 月 16 日生まれ（19 歳）。千葉県出身。身長

158cm。体操開始年齢 6 歳。 

得意種目「平行棒」。順天堂大学（2 年生）。コーチ：原田睦巳、

冨田洋之。 

初めての国際大会：2010 年アジアジュニア選手権 

ナショナル入り年 2011 年：ナショナル No.178。  

 

 近所に体操クラブ（フジスポーツクラブ）があり、父親を介して知り合いの勧めで始め

る。もともと身体を動かすことが好きで、 始めて 3～４ヵ月後に、一緒に始めた弟（4

歳）が競技クラスに誘われたことをきっかけに、自身も週 1 回のクラスから 週 2 回の

競技クラスへ進む。父親が野球をしていたこともあり、少年野球もしていたが、自分自

身の努力がそのまま 結果につながる体操の方が楽しく、体操一本に取り組むことに

なった。地元千葉で開催の 2010 年アジアジュニア選手権で個人総合優勝し、国内タ

イトルよりも先にアジアタイトルを獲得する。その年の全日本ジュニアのタイトルを得

て、翌 2011 年の NHK 杯で 7 位になりナショナル入りを果たし、全日本ジュニアで優勝。

相原誠選手以来の連覇を果たす。さらに、ワールドカップ個人総合ドイツ大会では世

界選手権で活躍した強豪選手を抑えて優勝し、次世代を担うオールラウンダーとして

世界中から注目を集める。 

【国内大会】 

◆05 全日本ジュニアＢクラス 3 位◆06 全日本ジュニア A クラス：個人 19 位 

◆07 全日本ジュニア A クラス：個人 7 位◆07 全国中学：個人 8 位 

◆08 全日本ジュニア 2 部：個人 6 位◆08 全国中学：個人 3 位◆09 インターハイ：個人 9 位 

◆09 全日本ジュニア：個人 16 位◆10 高校選抜：個人 4 位 

◆10 ユースオリンピック 1 次予選：個人 4 位◆10 ユースオリンピック代表決定：個人 2 位 

◆10 インターハイ：個人 6 位◆10 全日本ジュニア：個人 1 位◆11 全日本個人：個人 9 位 

◆11ＮＨＫ杯：個人 7 位◆11 インターハイ：個人 1 位◆11 全日本ジュニア：個人 1 位 

◆11 全日本種目別：出場◆12 全日本個人：個人 3 位◆12ＮＨＫ杯：個人 11 位 

◆12 全日本学生：個人 5 位◆12 全日本種目別：つり輪 6 位、平行棒 4 位、鉄棒 4 位 

 



第 27 回ユニバーシアード（男子体操競技）プロフィール            （公財）日本体操協会 
総務委員会広報部 

4 
 

◆13 全日本個人：個人 4 位◆13ＮＨＫ杯：個人 3 位 

【国際大会】 

◆10 アジアジュニア：団体 1 位、個人 1 位、ゆか 2 位、平行棒 3 位、鉄棒 4 位 

◆10 ボローニンカップ：個人 3 位、あん馬 7 位、つり輪 6 位、平行棒 2 位、鉄棒 5 位 

◆11 国際ジュニア：個人 1 位、あん馬 1 位、つり輪 2 位、跳馬 2 位、平行棒 1 位 

◆11Ｗ杯ドイツ大会：個人 1 位◆11Ｗ杯東京大会：個人 4 位◆12 コトブス国際：平行棒 8 位 

 

吉岡 知紘 YOSHIOKA, Chihiro 

 

1991 年(平成 3 年)6 月 10 日生まれ（21 歳）。大阪府出身。身長

168cm。体操開始年齢 6 歳。 

現所属：順天堂大学（4 年生）。コーチ：原田睦巳、冨田洋之。得

意種目「平行棒・鉄棒」 

初めての国際大会：2009 年国際ジュニア 

ナショナル入り 2013 年：ナショナル No.187。 

  

 幼稚園のときに水泳と体操の教室があって始めたが、体操の方が楽しかったことか

ら体操一本に絞り、本格的に取り組み始める。順調に競技力を伸ばし、2009 年の高

校選抜・岡山大会で個人総合優勝し、大きな喜びを得る。その後、初めての国際大会

となる国際ジュニアで優勝し、順調な競技生活を送っていたが、その後に行われた新

潟国体の跳馬の練習（アカピアン）において前十字靭帯を断裂。その後、リハビリに

時間をかけて地道に復帰を目指し、2013 年 5 月に開催された全日本選手権で 7 位と

躍進。ユニバーシアード初代表を勝ち取り、初めての海外での日の丸をつけての試

合に臨む。 

【国内大会】 

◆03 全日本ジュニアＢクラス：個人 8 位◆05 全日本ジュニアＡクラス：個人 7 位 

◆06 全日本ジュニア 2 部：個人 16 位◆06 全国中学：個人 27 位◆08 高校選抜：個人 8 位 

◆08 インターハイ：個人 5 位◆08 全日本ジュニア：個人 35 位◆09 高校選抜：個人 1 位 

◆09 全日本個人：出場◆09 インターハイ：個人 6 位◆09 全日本ジュニア：個人 1 位 

◆11 全日本学生：個人 14 位◆12 全日本学生：個人 10 位◆13 全日本個人：個人 7 位 

◆13ＮＨＫ杯：個人 8 位 

【国際大会】 

◆09 国際ジュニア：個人 1 位、ゆか 3 位、あん馬 4 位、つり輪 4 位、跳馬 4 位、平行棒 1 位、鉄棒 3 位 

◆12 スタンフォードオープン：団体 1 位◆13 スタンフォード大対抗：団体 1 位 
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石川 大貴 ISHIKAWA, Hiroki 

1992 年(平成 4 年)11 月 22 日生まれ（19 歳）。福井県出身。身

長 168cm。 

現所属：順天堂大学（3 年生）。得意種目「鉄棒」。 

コーチ：原田睦巳、冨田洋之。体操開始年齢 6 歳。  

初めての国際大会：2008 年リューキンカップ。 

ナショナル入り 2012 年：ナショナル No.185。  

 

 父親が体操クラブの指導者だったことから、何度となく連れて行かれるうちに体操を

始めることに。両親、兄妹も体操をやっていた。アテネオリンピックで優勝を決めた冨

田洋之選手の演技に深く感動し、さらに上を目指す決意をする。高校 1 年生の終わり

に 椎間板ヘルニアを患い 3 ヶ月間練習のできない日々を過ごしたが、田野辺満コー

チの指導によりチームが成長し、 2010 年、洛南、清風、埼玉栄、関西といった強豪

高校独占だった男子体操界に鯖江高校が割って入り優勝し、新たな時代幕開けの先

導役を見事に果たした。大学 1 年生ながらユニバーシアード日本代表となり、団体 4

連覇に貢献した。 

【国内大会】 

◆03 全国小学生：出場◆04 全国小学生：出場◆05 全国中学：出場◆06 全国中学：個人 37 位 

◆07 全国中学：個人 21 位◆08 インターハイ：個人 14 位◆08 全日本ジュニア：個人 6 位 

◆08 全日本：出場◆09 インターハイ：個人 7 位◆09 全日本ジュニア：個人 32 位 

◆10 高校選抜：個人 2 位◆10 全日本個人：個人 25 位◆10ＮＨＫ杯：個人 16 位 

◆10 インターハイ：個人 4 位◆10 全日本ジュニア：個人 11 位◆11 全日本個人：個人 27 位 

◆11ＮＨＫ杯：個人 18 位◆11 全日本学生：出場◆11 全日本種目別：出場 

◆12 全日本個人：個人 14 位◆12ＮＨＫ杯：個人 10 位◆12 全日本学生：個人 2 位 

◆12 全日本種目別：出場◆13 全日本個人：個人 10 位◆13ＮＨＫ杯：個人 13 位 

【国際大会】 

◆08 リューキンカップ：個人 9 位◆11 ユニバーシアード：団体 1 位、平行棒 5 位、鉄棒 3 位 

◆11 スロベニア国際：つり輪 8 位、平行棒 7 位◆13 アメリカンカップ：個人 4 位 
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瀬島 龍三 SEJIMA, Ryuzo 

1991 年(平成 3 年)8 月 30 日生まれ（20 歳）。京都府出身。身長

161cm。体操開始年齢 6 歳。 

現所属：日本体育大学（4 年生）。 

コーチ：畠田好章。得意種目「平行棒」。  

初めての国際大会：2006 年ボローニンカップ 

ナショナル入り 2011 年：ナショナル No.181。  

 

 体操選手だった父の影響もあり、その勧めで大阪から京都に移ったことをきっかけ

に体操を始める。 練習場は洛南高校の体育館で行われていたため、世界チャンピオ

ンの冨田洋之氏の背中をみて成長する。高校 3 年生でのインターハイで団体優勝に

貢献し、チームとしての感動を味わう。2010 年全日本団体では男女アベック優勝のチ

ームメンバーとして活躍したが、男女を通じて 大きなミスを出したのが自分だけと言

うこともあり、優勝の裏にある悔しさも経験した。2011 年ユニバーシアードでは地元中

国を抑えて団体 4 連覇達成に貢献した。 

【国内大会】 

◆05 全日本ジュニア A クラス：個人 21 位◆05 全国中学：個人 25 位 

◆06 全日本ジュニア 2 部：個人 1 位◆06 全国中学：個人 4 位◆08 高校選抜：個人 3 位 

◆08 インターハイ：個人 2 位◆08 全日本ジュニア：個人 15 位◆09 高校選抜：個人 3 位 

◆09 インターハイ：個人 1 位◆09 全日本ジュニア：個人 3 位◆09 全日本団体：出場 

◆10 全日本個人：個人 21 位◆10ＮＨＫ杯：個人 27 位◆10 全日本学生：個人 6 位 

◆10 全日本種目別：ゆか 4 位、平行棒 5 位◆11 全日本個人：個人 13 位◆11ＮＨＫ杯：個人 11 位 

◆11 全日本学生：個人 3 位◆11 全日本種目別：ゆか 5 位、平行棒 4 位◆12 全日本個人：個人 25 位 

◆12ＮＨＫ杯：個人 16 位◆12 全日本学生：個人 6 位◆12 全日本種目別：平行棒 5 位 

◆13 全日本個人：個人 11 位◆13ＮＨＫ杯：個人 12 位 

【国際大会】 

◆06 ボローニンカップ：ジュニア個人 2 位、ゆか 4 位、あん馬 5 位、つり輪 3 位、跳馬 1 位、平行棒 2

位、鉄棒 3 位◆08 国際ジュニアチームカップ：団体 1 位、個人 3 位 

◆09 国際ジュニア：個人オープン出場、ゆか 1 位、つり輪 1 位、跳馬 2 位 

◆09 ボローニンカップ：個人 2 位、ゆか 5 位、あん馬 6 位、つり輪 4 位、平行棒 3 位、鉄棒 6 位 

◆11 スタンフォードオープン：団体 1 位◆11 ユニバーシアード：団体 1 位、個人 13 位、ゆか 2 位 

◆12 アメリカンカップ：個人 8 位◆12 チェコ国際：ゆか 1 位◆13 スタンフォード大対抗：団体 1 位 

 

 


